
教
育
基
盤
統
括
本
部
（
以

下
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン

ト
ラ
ル
」
と
い
う
。
）
で
は
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト
ラ

ル
通
信
を
通
じ
て
、
東
海
国

立
大
学
機
構
（
以
下
「
機
構
」

と
い
う
。
）
の
教
育
改
革
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

初
回
は
、
松
尾
機
構
長
か

ら
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン

ト
ラ
ル
へ
の
期
待
を
寄
稿

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

あ
わ
せ
て
、
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
の
役
割
、

重
点
推
進
施
策
、
組
織
、
主

な
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト

ラ
ル
へ
の
期
待 松

尾

清
一

社
会
の
情
報
化
や
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
急
速
な
進
展

に
よ
り
、
様
々
な
社
会
課
題

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
産
業

構
造
も
大
規
模
か
つ
急
速

に
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
社
会
的
な
課
題
解
決
と

価
値
創
造
を
通
し
て
、
世
界

や
地
域
に
貢
献
で
き
る
人

材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

機
構
で
は
、
「
勇
気
を
も

っ
て
と
も
に
未
来
を
つ
く

る
」
を
教
育
の
共
通
理
念
と

し
て
掲
げ
、
学
生
が
身
に

つ
け
る
べ
き
新
た
な
力

を
「
考
え
抜
く
力
」
「
進

め
る
力
」
「
伝
え
る
力
」

と
位
置
付
け
、
こ
れ
ら
の

力
を
育
成
す
る
た
め
の

取
組
を
進
め
て
お
り
、
こ

の
理
念
に
基
づ
い
た
教
育

を
創
造
・
推
進
す
る
た
め
に

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト
ラ

ル
を
設
置
し
ま
し
た
。
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
に

は
、
機
構
に
お
け
る
教
育
の

ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー
タ
と
し
て
、

機
構
の
枠
組
み
を
活
か
し

た
教
育
資
源
・
成
果
の
共
有

を
進
め
、
互
い
の
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
た
教
育
改
革
を

推
進
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
分

野
に
お
け
る
東
海
地
域
の

エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、
様
々
な

人
が
集
ま
り
、
知
の
結
集
を

図
っ
て
世
界
に
羽
ば
た
く

こ
と
を
支
援
す
る
基
盤
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト

ラ
ル
の
役
割

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト

ラ
ル
の
役
割
は
大
き
く
二

つ
に
わ
け
ら
れ
ま
す
。

第
一
は
、
各
大
学
の
自
立

性
を
尊
重
し
な
が
ら
機
構

の
枠
組
み
を
活
か
し
た
教

育
資
源
・
成
果
の
共
有
を
進

め
、
互
い
の
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
た
教
育
改
革
を
推
進

す
る
こ
と
で
す
。

第
二
は
、
機
構
全
体
の
教

育
の
共
同
基
盤
整
備
の
企

画
立
案
、
両
大
学
に
共
通
す

る
人
材
育
成
の
企
画
立
案

を
行
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
役
割
を
果
た

す
た
め
、
３
つ
の
重
点
推
進

施
策
を
推
進
し
ま
す
。

第
一
は
、
「
学
修
者
本
位

の
教
育
」
を
実
現
す
る
た
め
、

教
育
体
系
・
教
育
内
容
・
授

業
評
価
用
法
を
確
立
し
、

「
見
え
る
化
」
を
通
し
て
教

育
改
善
を
推
進
す
る
こ
と

で
す
。

第
二
は
、
「
学
修
者
本
位

の
教
育
」
の
実
現
に
向
け
た

意
識
改
革
で
す
。

第
三
は
、
次
世
代
の
教
育

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
、

試
行
的
な
取
組
の
奨
励
と

成
果
の
共
有
で
す
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト

ラ
ル
の
組
織

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト

ラ
ル
に
は
、
本
部
長
・
副
本

部
長
の
下
に
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
推
進
企
画

室
（
以
下
「
推
進
企
画
室
」

と
い
う
。）
が
あ
り
、
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
の
活

動
方
針
、
活
動
計
画
を
策
定

し
ま
す
。
推
進
企
画
室
の
中

に
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ナ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
が

あ
り
、
推
進
企
画
室
で
決
定

さ
れ
た
活
動
計
画
に
沿
っ

て
実
施
方
針
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

推
進
企
画
室
で
決
定
さ

れ
た
活
動
方
針
、
活
動
計
画

を
実
現
す
る
た
め
に
、
５
つ

の
部
門
が
あ
り
ま
す
。
高
大

接
続
連
携
部
門
で
は
、
入
学

者
選
抜
方
法
の
広
報
の
支

援
、
高
等
学
校
教
育
改
革
に

関
す
る
情
報
の
収
集
な
ど

か
ら
、
高
大
接
続
連
携
活
動

の
企
画
・
立
案
を
す
す
め
ま

す
。
高
度
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー

ツ
教
育
共
創
部
門
で
は
、
機

構
と
し
て
の
学
部
初
年
次

生
か
ら
大
学
院
生
ま
で
の

シ
ー
ム
レ
ス
な
リ
ベ
ラ
ル
・

ア
ー
ツ
教
育
、
英
語
等
の
コ

モ
ン
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
教
育

の
推
進
を
す
す
め
ま
す
。
シ

ー
ム
レ
ス
数
理
・
デ
ー
タ
科

学
教
育
共
創
部
門
は
、
機
構

に
お
け
る
教
養
教
育
か
ら

学
部
専
門
教
育
、
大
学
院
教

育
ま
で
シ
ー
ム
レ
ス
な
数

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
通
信 
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理
・
デ
ー
タ
科
学
教
育
を
推

進
し
ま
す
。
ト
ラ
ン
ス
デ
ィ

シ
プ
リ
ナ
リ
ー
博
士
課
程

教
育
推
進
部
門
は
、
大
学
院

生
に
対
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

そ
の
能
力
を
発
揮
さ
せ
る

た
め
に
、
自
分
の
専
門
領
域

の
深
い
学
識
と
卓
越
し
た

能
力
に
加
え
て
、
関
係
者
と

の
協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

創
造
発
展
さ
せ
る
能
力
の

育
成
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、

ト
ラ
ン
ス
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ

リ
ー
博
士
課
程
教
育
推
進

部
門
の
中
に
は
、Q

T
A

・

G
S

I

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
人
生
構

想
力
教
育
共
創
部
門
は
、
大

学
・
地
域
・
社
会
・
産
業
界

を
構
成
す
る
人
材
す
べ
て

の
生
涯
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
を
育
て
る
新
た
な
教
育

の
実
施
を
計
画
し
ま
す
。 

融
合
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア 

次
世
代
リ
サ
ー
チ
ャ
ー 

機
構
で
は
、
２
０
２
１
年

１
０
月
よ
り
「
融
合
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
次
世
代
リ
サ
ー
チ

ャ
ー
制
度
」
を
開
始
し
ま
し

た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト
ラ

ル
の
ト
ラ
ン
ス
デ
ィ
シ
プ

リ
ナ
リ
ー
博
士
課
程
教
育

推
進
部
門
が
運
営
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
１
年
度
は
７

７
名
を
採
用
し
ま
し
た
。 

本
事
業
で
は
、
世
界
・
日

本
が
直
面
す
る
様
々
な
課

題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、

将
来
の
知
識
基
盤
社
会
を

先
導
す
る
博
士
人
材
の
育

成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

博
士
後
期
課
程
学
生
は
、
す

で
に
研
究
の
最
前
線
に
立

ち
、
大
学
の
研
究
を
根
底
か

ら
支
え
て
い
ま
す
。
本
事
業

で
は
、
優
秀
な
学
生
に
経
済

的
支
援
を
行
う
こ
と
、
ま
た

企
業
等
で
求
め
ら
れ
る
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
る
コ
ー

ス
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
就

職
等
へ
の
不
安
を
払
拭
し
、

研
究
に
専
念
で
き
る
環
境

を
用
意
し
ま
す
。 

 

そ
れ
に
加
え
て
、
専
門
の

異
な
る
博
士
課
程
学
生
や

価
値
観
の
異
な
る
メ
ン
タ

ー
、
さ
ら
に
は
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
と
な
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

大
学
院
の
修
了
生
な
ど
と

の
交
流
の
機
会
を
設
け
る

こ
と
で
、
自
身
の
発
想
に
基

づ
く
新
た
な
研
究
展
開
や

融
合
研
究
の
創
出
を
促
し

ま
す
。 

デ
ー
タ
科
学
科
目
の
開
講 

 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト

ラ
ル
の
シ
ー
ム
レ
ス
数
理
・

デ
ー
タ
科
学
教
育
共
創
部

門
で
は
、
２
０
２
２
年
度
よ

り
、
共
通
教
育
科
目
に
お
け

る
必
修
科
目
「
デ
ー
タ
科
学

基
礎
」
と
選
択
科
目
「
デ
ー

タ
科
学
基
礎
演
習(A

/B
)

」

を
提
供
し
ま
す
。
岐
阜
大
学

に
お
い
て
は
、
名
古
屋
大
学

の
教
材
を
活
用
し
て
、
同
様

の
科
目
を
開
講
し
ま
す
。 

 

「
デ
ー
タ
科
学
基
礎
」
は
、

デ
ー
タ
分
析
能
力
を
身
に

つ
け
る
う
え
で
、
最
も
重
要

な
基
礎
的
知
識
を
習
得
す

る
た
め
の
科
目
と
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
文

系
・
理
系
で
共
通
と
し
て
い

ま
す
。
教
材
と
し
て
事
前
に

作
成
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド

教

材

を

利

用

し

、e-

learn
in

g 

の
形
態
で
実
施

し
ま
す
。 

「
デ
ー
タ
科
学
基
礎
演

習(A
/B

)

」
で
は
、
講
義
で
取

り
扱
っ
た
計
算
や
分
析
手

法
をP

yth
on

、R

、E
xcel 

等
を
用
い
て
学
生
自
身
が

実
行
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。
主
に
文
系
向
け

E
xcel

・R
 

コ
ー
ス
と
主
に

理
系
向
け
の

P
yth

on
 

コ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。 

単
位
互
換
科
目
の
開
講 

２
０
２
２
年
度
よ
り
、
高

度
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育

共
創
部
門
で
は
、
名
古
屋
大

学
と
岐
阜
大
学
と
の
間
で

単
位
互
換
科
目
を
開
講
し

ま
す
。 

岐
阜
大
学
か
ら
は
、
「
現

代
社
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

地
域
活
動
」
「
フ
ュ
ー
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
入
門
」
等
を
提

供
し
ま
す
。 

名
古
屋
大
学
か
ら
は
、

「
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
（
時
事
問

題
で
学
ぶ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
）」 

「
都
市
と
環
境
」

「
特
別
講
義
（
目
指
せ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
）

（P
B

L

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
」

を
提
供
し
ま
す
。

融合フロンティア次世代リサーチャー 

募集分野 

(1) バイオサイエンス分野 

(2) 革新的学際分野 

(3) 脱炭素・環境分野 

(4) グローカル推進分野 

データ科学基礎講義内容 

1. データサイエンスへの導入 

2. データの取得・管理 

3. コンピュータリテラシーデータの記述と可視化 

4. 分散・標準偏差、相関係数 

5. 確率変数と確率分布 

6. 母集団と標本 

7. 統計的推定と検定 

データ科学基礎演習 

1. 情報のディジタル表現 

2. データ構造とアルゴリズム 

3. プログラミング（初級） プログラミング 

4. 線形回帰モデル、最小二乗法、等 
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